














































































領主層を主体に、国一両を構成する郡・郷司職といった公権としての臓の獲得を主要な契機として展開 。そして、これは従来の班田制に基礎 おく律令体制の衰退に対応して、生じた口分間など耕地 私有地化の傾向がもたら た、在地における領主制形成の始動となった。すなわち、この点、ヒ横子氏は、一般に律令制の職は、職分であ て、元来、国家の任免で移動し、所領化 ないものであったが、この職分の変質・発展した荘園制の職では 私
（1
） 
財・得分が主体となり、所領化への傾向をたどるとして、領主制成立に占める職の所領化を重視するが これは注目すべき任 領主制の分析視角 る。この職分と所領との一体化は、藤原頼方が天喜元年 「依為先祖相伝所領」安芸国高田郡司職に任ぜられ
（2
） 



























中可職が最も早いようで、十一世紀に入る 、こ 事例も多くなり、承徳二年播磨大検秦為辰譲状案には、「播磨国赤穂郡久富保公文職井重次名地主職等事、右 件 帯名目畠桑原等者、開発之私領也」とみえ 秦為辰が荘固化した国街領内に私領を有した在
（8
） 
















































































































ことを示し、この景弘の在 支配の性格について 国 と
〈6
）






































































































































































































































































子 得 分 の 一 一






























































































































































































































































































（m J  
f
であるから、組家に対して．つ・一%となる。しと説明する。ーこの場合、永原氏（在地知人主の以分は、荘園領主の．取分の
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一号、一二二七八号
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一 二 八 八
O
号、三九二二号、一二九六一 一二九七一号 一二九 八号
四
O
三六号、四
O
七一号、四
O
七二号、四
O
七三号、四一二三号
四一五
O
号、四一五回・号、四一五七号、四 六八号、四一六九号
四一七
O
号、四二
O
六号、！
l l
以 上 。
補注
2
なお、得分のことは、延喜年間以前の斉衡二年、秦永成家地相
博券文にも、「一段 男倉吉得分」とあるが、同じく土地そのものを対
象
としている。（遺文一一八号）
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